
サ
ル
対
策
の
現
状
は
、

追
い
払
い
か
ら
「
駆
除
」

へ
と
転
換
し
て
き
ま
し
た
。

宇
陀
・
名
張
地
域
鳥
獣

害
防
止
広
域
対
策
協
議
会

で
は
、
名
張
Ａ
・
Ｂ
群
の

全
頭
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま

す
。
捕
獲
数
は
3
月
10
日

現
在
Ａ
群
は
０
頭
、
Ｂ
群

は
27
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

性
別
、
成
・
幼
を
問
わ

ず
の
無
差
別
捕
獲
で
す
。

捕
獲
後
の
処
理
は
ど
う

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
。

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
よ

う
に
ジ
ビ
エ
と
し
て
命
を

い
た
だ
き
自
然
の
恵
み
に

感
謝
す
る
と
い
う
わ
け
に

も
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。

動
物
園
へ
の
引
き
渡
し
、

「
お
仕
置
き
放
獣
」
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
行

き
着
く
先
は
殺
処
分
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
動
物
愛
護

と
関
係
し
て
、
か
な

り
問
題
が
あ
り
ま
す
。

サ
ル
の
群
れ
を
全

頭
駆
除
す
れ
ば
、
被

害
が
な
く
な
る
と
思

う
方
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
だ
が
、
サ
ル

は
そ
れ
ぞ
れ
群
れ
ご

と
に
行
動
圏
を
も
っ

て
遊
動
し
て
い
る
の

で
、
隣
接
群
が
進
出

す
る
可
能
性
が
十
分

に
考
え
ら
れ
、
一
時

的
に
被
害
が
な
く
な
っ

て
も
数
年
後
に
は
、

も
と
の
状
態
に
戻
る

可
能
性
は
大
き
い
で

す
。
サ
ル
に
限
ら
ず

全
て
の
獣
害
対
策
は
、

自
然
環
境
の
再
生
・

保
護
、
生
態
系
保
全

と
い
う
方
向
か
ら
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
で
す
。

被
害
農
家
の
感
情

を
一
時
的
に
緩
和
す

る
た
め
の
、
大
量
捕
獲
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

サ
ル
の
大
量
捕
殺
は
、

地
域
住
民
全
て
に
突
き
つ

け
ら
れ
た
難
問
で
、
全
て

の
住
民
が
自
ら
の
心
に
問

わ
ね
ば
な
ら
い
重
大
な
問

題
で
す
。

犠
牲
に
な
っ
た
サ
ル
達

の
た
め
に
も
、
そ
の
死
が

無
駄
で
な
か
っ
た
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

山
ぎ
わ

の
田
畑
で

は
イ
ノ
シ

シ
の
掘
り

返
し
被
害

が
跡
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

畦
畔
や

け
い
は
ん

水
路
の
保

全
は
、
農

作
物
栽
培

に
欠
か
せ

な
い
重
要

な
こ
と
で
す
。

稲
や
大
豆
、
野
菜
な
ど

の
農
作
物
被
害
も
痛
手
で

す
が
、
畦
や
法
面
、
水
路

あ
ぜ

な
ど
農
業
構
造
物
に
及
ぶ

被
害
の
方
が
労
力
的
、
金

銭
的
に
も
一
段
と
大
き
な

痛
手
と
な
り
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
の
生
態
を
考

慮
し
た
冬
場
の
圃
場
管
理
。

畦
畔
の
草
刈
り
は
、
こ

ま
め
に
行
い
冬
場
に
青
草

を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

「
一
度
覚
え
る
と
忘
れ
な

い
」
「
侵
入
に
成
功
し
た

仲
間
を
真
似
る
」
「
光
、

音
、
ニ
オ
イ
を
使
っ
た
防

除
方
法
の
効
果
は
一
時
的

で
す
ぐ
慣
れ
て
し
ま
う
。
」

な
ど
、
学
習
能
力
が
高
い
。

成
獣
は
、
1.2
㍍
程
度
の

跳
躍
力
が
あ
る
が
、
上
を

こ
え
る
よ
り
も
下
を
く
ぐ

り
抜
け
よ
う
と
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
幼
獣
は
15

㌢
格
子
を
通
り
抜
け
、
成

獣
は
20
㌢
程
度
の
隙
間
は

く
ぐ
り
抜
け
ま
す
。

鼻
の
力
は
非
常
に
強
く
、

大
き
な
石
で
も
簡
単
に
動

か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

50
～
60
㌔
程
の
重
さ
の
も

の
を
持
ち
上
げ
、
地
面
を

掘
り
起
こ
す
力
も
強
力
。

鼻
先
の
み
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
感
じ
ま
す
が
、
剛
毛

の
生
え
て
い
る
部
分
は
感

電
し
ま
せ
ん
。

写
真
＝
法
面
の
掘
り
起

こ
し
被
害
（
名
張
市
矢
川

で
28
年
２
月
10
日
撮
影
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
赤
目
の
里

山
を
育
て
る

会
」
主
催
の

里
山
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ウ
ム
が
、

２
月
27

日
錦

生
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

初
め
に
、

「
奈
良
県
ニ

ホ
ン
カ
モ
シ
カ
専
門
委

員
」
の
本
庄
真
さ
ん
の
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
ニ
ホ
ン

カ
モ
シ
カ
の
競
合
な
ど
、

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
に
つ

い
て
の
講
演
。
続
い
て
、

富
山
修
・
錦
生
自
治
協

議
会
長
や
布
村
進
・
赤

目
公
民
館
長
、
名
張
地

区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
上
村
博
一
さ
ん
ら
が
、

「
里
山
再
生
」
を
テ
ー

マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
住
民
40
人
余
り

が
参
加
し
、
質
疑
応
答

な
ど
あ
り
成
功
裏
に
閉

会
し
て
い
ま
す
。

宇
陀
・

名
張
地
域

鳥
獣
害
防

止
広
域
対

策
協
議
会

で
は
、
各

群
れ
の
サ

ル
の
全
頭

捕
獲
を
実

施
。名

張
Ａ

群
で
は
28

年
３
月
１

日
、
Ｂ
群
で
は
、
同
１
月

10
日
よ
り
全
頭
捕
獲
を
は

じ
め
て
い
ま
す
。
捕
獲
数

は
3
月
10
日
現
在
Ａ
群
は

０
頭
、
Ｂ
群
は
27
頭
と
な
っ

て
い
ま
す
。
サ
ル
ド
コ
情

報
を
分
析
す
る
と
、
Ｂ
群

で
は
捕
獲

檻
の
誘
導

餌
に
集
中

し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
群
れ
が
、
３

月
４
日
頃
か
ら
危
険
を
察

知
し
た
の
か
、
大
量
捕
獲

檻
設
置
深
野
周
辺
を
避
け

て
遊
動
し
て
い
る
よ
う
に

見
う
け
ら
れ
ま
す
。

動
物
霊
園
付
近
、
竜
口
、

西
谷
、
滝
谷
へ
と
移
動
し

て
い
ま
す
。
４
年
間
ほ
ど

出
没
の
な
か
っ
た
矢
川
周

辺
に
も
出
没
の
兆
し
が
あ

り
ま
す
。

最
近
、
井
出
～
黒
田
周

辺
に
ハ
ナ
レ
ザ
ル
？
の
出

没
が
、
顕
著
に
な
っ
た
と

聞
き
ま
す
。

Ｂ
群
は
総
数
４
３
頭
を

確
認
さ
れ
て
い
て
、
捕
獲

数
27
頭
残
り
は
16
頭
。

（
３
月
20
日
現
在
）

深
野
の
檻
は
３
月
末
ま

で
か
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
る

か
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。

サ
ル
ド
コ
情
報
で
、

『
名
張
Ｂ
群
確
認
で
き
ず
』

と
あ
る
の
が
気
が
か
り
で

心
配
さ
れ
ま
す
。

犠
牲
に
な
っ
た
サ
ル
達

の
た
め
に
も
、
そ
の
死
が

無
駄
で
な
か
っ
た
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

名
張
Ａ
群
は
、
檻
の
設

置
場
所
、
設
置
時
期
が
悪

か
っ
た
の
か
、
今
の
と
こ

ろ
一
頭
も
捕
獲
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
の
群
れ
の

動
向
を
注
視
。

尚
、
３
月
７
日
、

宇
陀
・
名
張
猟
友
会
で
は
、

一
斉
有
害
駆
除
を
実
施
。

イ
ノ
シ
シ
５
頭
、
シ
カ
１

頭
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。
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